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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費に弱さがみられるものの、政府による経済政策や

金融政策を背景に企業収益や雇用・所得環境に改善の傾向が続き、景気は全体としては緩やかな回復基調で推移

しました。

建設業界におきましては、住宅投資が消費税増税前の駆け込み需要による反動がようやく一巡し、民間投資、

公共投資も緩やかな増加基調にありますが、建設技能労働者の不足や労務費を主とした建設コストの上昇の影響

もあり、予断を許さない経営環境が続いております。

このような状況のなかで、当社グループは「環境変化、乱気流への素早い対応」を基本テーマに「ビジネスモ

デルの強化」「改善ではなく革新」「リスク管理の徹底」といった点に注力することとし、中核子会社である髙松

建設㈱グループは「飛躍（優先順位と実行）」を基本テーマに「現状打破（もう一皮破る）」に取り組み、青木あ

すなろ建設㈱グループは「持続的発展に向け着実なステップアップ」を基本テーマに「個人・組織力のレベルア

ップ」と「収益力の強靭化」に取り組んでおります。

その結果、当第３四半期連結累計期間の受注高は178,273百万円（前年同期比26.8％増）、売上高は133,905百万

円（前年同期比8.6％増）となりました。

利益につきましては、営業利益は4,680百万円（前年同期比33.2％増）、経常利益は4,739百万円（前年同期比

31.6％増）となりましたが、四半期純利益は、前年のような負ののれん発生益等の特別利益の計上がなかったた

め、前年同期に比べ33.7％減の2,896百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間におけるセグメント別の業績は、次のとおりであります。

なお、セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整をおこなっております。

（建築事業）

売上高は61,451百万円（前年同期比7.7％増)となり、セグメント利益は2,675百万円（前年同期比5.7％減）

となりました。

（土木事業）

売上高は65,226百万円（前年同期比7.9％増)となり、セグメント利益は2,828百万円（前年同期比107.4％

増）となりました。

（不動産事業）

売上高は7,227百万円（前年同期比24.1％増）となり、セグメント利益は637百万円（前年同期比6.9％減）

となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産の部）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ207百万円減少し、154,422百万円となりま

した。

その主な要因は、現金預金が3,863百万円増加した一方、受取手形・完成工事未収入金等が売上債権の回収によ

り7,201百万円減少したこと等によるものであります。

（負債の部）

負債は、前連結会計年度末に比べ2,997百万円減少し、57,484百万円となりました。

その主な要因は、未成工事受入金が2,713百万円増加した一方、工事未払金が3,472百万円減少したこと等によ

るものであります。

（純資産の部）

純資産は、前連結会計年度末に比べ2,790百万円増加し、96,938百万円となりました。

その主な要因は、四半期純利益の計上2,896百万円、配当金の支払900百万円等により株主資本が1,674百万円増

加したこと等によるものであります。

なお、純資産の額から少数株主持分を控除した自己資本の額は82,562百万円となり、自己資本比率は、53.5％

となりました。

　

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2015年3月期（平成27年3月期）の連結業績予想につきましては、2015年２月４日付で公表いたしました数値から

変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 2012年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）お

よび「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 2012年５月17日。以下「退職給付適

用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文および退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて

第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務および勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰

属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券

の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間およ

び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いにしたがって、当第３

四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務および勤務費用の計算方法の変更にともなう影響額を利益剰余

金に加減しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が89百万円減少し、利益剰余金が47百万円

増加しております。

また、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益はそれぞれ６百万円

増加しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2014年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2014年12月31日)

資産の部

流動資産

現金預金 68,843 72,706

受取手形・完成工事未収入金等 48,991 41,789

販売用不動産 3,386 2,876

未成工事支出金 1,239 1,300

不動産事業支出金 1,408 2,377

繰延税金資産 717 541

その他 4,999 7,798

貸倒引当金 △195 △168

流動資産合計 129,391 129,222

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 2,895 2,861

機械、運搬具及び工具器具備品（純
額）

611 625

船舶（純額） 1,220 1,137

土地 9,304 9,504

リース資産（純額） 233 199

建設仮勘定 25 9

有形固定資産合計 14,290 14,338

無形固定資産 244 303

投資その他の資産

投資有価証券 6,011 6,366

投資不動産（純額） 199 7

繰延税金資産 1,330 1,140

その他 3,773 3,584

貸倒引当金 △611 △540

投資その他の資産合計 10,703 10,558

固定資産合計 25,238 25,200

資産合計 154,629 154,422
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2014年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2014年12月31日)

負債の部

流動負債

工事未払金 26,889 23,417

未払法人税等 1,732 679

未成工事受入金 10,858 13,572

賞与引当金 1,676 932

完成工事補償引当金 700 672

工事損失引当金 35 14

その他 5,534 4,678

流動負債合計 47,427 43,966

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 353 352

退職給付に係る負債 10,307 10,511

船舶特別修繕引当金 87 91

その他 2,306 2,562

固定負債合計 13,053 13,517

負債合計 60,481 57,484

純資産の部

株主資本

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 272 272

利益剰余金 80,683 82,357

自己株式 △4,296 △4,296

株主資本合計 81,659 83,333

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 651 1,211

土地再評価差額金 △1,657 △1,289

退職給付に係る調整累計額 △671 △692

その他の包括利益累計額合計 △1,677 △770

少数株主持分 14,166 14,375

純資産合計 94,148 96,938

負債純資産合計 154,629 154,422
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2013年４月１日
　至 2013年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2014年４月１日
　至 2014年12月31日)

売上高

完成工事高 117,484 126,677

不動産事業売上高 5,823 7,227

売上高合計 123,308 133,905

売上原価

完成工事原価 105,014 112,168

不動産事業売上原価 5,041 6,415

売上原価合計 110,055 118,584

売上総利益

完成工事総利益 12,469 14,509

不動産事業総利益 782 811

売上総利益合計 13,252 15,321

販売費及び一般管理費 9,738 10,640

営業利益 3,513 4,680

営業外収益

受取利息 5 0

受取配当金 129 100

受取遅延損害金 - 25

その他 59 65

営業外収益合計 194 192

営業外費用

支払利息 100 128

その他 4 4

営業外費用合計 105 133

経常利益 3,601 4,739

特別利益

固定資産売却益 22 10

投資有価証券売却益 0 83

負ののれん発生益 2,061 -

持分変動利益 326 -

その他 0 11

特別利益合計 2,411 105

特別損失

訴訟関連損失 6 32

株式交換関連費用 7 -

その他 16 10

特別損失合計 30 42

税金等調整前四半期純利益 5,982 4,802

法人税、住民税及び事業税 1,442 1,277

法人税等調整額 85 227

法人税等合計 1,528 1,504

少数株主損益調整前四半期純利益 4,453 3,297

少数株主利益 86 401

四半期純利益 4,367 2,896
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2013年４月１日
　至 2013年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2014年４月１日
　至 2014年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,453 3,297

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 327 585

退職給付に係る調整額 - △41

その他の包括利益合計 327 543

四半期包括利益 4,781 3,841

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 4,682 3,434

少数株主に係る四半期包括利益 98 406
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

　

（重要な後発事象）

保有する連結子会社のＡ種株式の普通株式への転換にともなう負ののれん発生益の計上

当社は、2015年２月４日開催の取締役会において、当社が保有する青木あすなろ建設㈱発行のＡ種株式(無

議決権普通配当株式）9,064,500株の全てを普通株式へ転換請求することを決議し、青木あすなろ建設㈱は、

同日開催の取締役会において、同社の定款第７条にもとづき、普通株式への転換を承認する(転換実施日2015

年２月４日）決議をいたしました。

　この結果、青木あすなろ建設㈱に対する当社の議決権比率が上昇することにより、当連結会計年度に負のの

れん発生益を2,160百万円計上することとなりました。

なお、青木あすなろ建設㈱は、同転換をおこなうことにより議決権株式が増加し、少数株主の不利益が生じ

るおそれを避けるため、自己株式の公開買付けをおこなうことを決議し、当社は、当社の保有する青木あすな

ろ建設㈱普通株式4,500,000株について、公開買付けに応じる旨を決議しております。

(注）本件転換とは、青木あすなろ建設㈱が自社の発行するＡ種株式を取得し自己株式とすることと引換に、

　 当該株主である当社に対し同数の普通株式を交付することをいいます。
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４．補足情報

連結受注高、連結売上高の状況

区分

前第３四半期累計
（自 2013年４月１日
至 2013年12月31日）

当第３四半期累計
（自 2014年４月１日
至 2014年12月31日）

増減

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

構成比
（％）

金額
（百万円）

増減率
（％）

受
注
高

建築事業 74,749 53.2 77,397 43.4 2,647 3.5

土木事業 60,058 42.7 93,648 52.5 33,589 55.9

建設事業計 134,808 95.9 171,045 95.9 36,237 26.9

不動産事業 5,823 4.1 7,227 4.1 1,403 24.1

合計 140,632 100.0 178,273 100.0 37,640 26.8

売
上
高

建築事業 57,055 46.3 61,451 45.9 4,396 7.7

土木事業 60,428 49.0 65,226 48.7 4,797 7.9

建設事業計 117,484 95.3 126,677 94.6 9,193 7.8

不動産事業 5,823 4.7 7,227 5.4 1,403 24.1

合計 123,308 100.0 133,905 100.0 10,597 8.6
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